
市の花／つつじ 

【２００７岩倉の文化財●大地遺跡（竪穴住居跡）】 
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　昭和22年一個の完全な壺形土器が、土地

の人によって発見された。 

　この壺の文様の形態が特異なため、考古学

者間で話題となったので、調査の目的で昭和

26年10月24日から31日までの期間、

名古屋大学考古研究室と、岩倉史談会により

発掘された。壺出土地点を中心に幅２㍍、長

さ１０㍍の試掘溝が南北に掘られた。岩倉中

学校一年生だった私は「郷土史」クラブ員と

して、先生の案内で現場を見学したことを覚

えている。歴史好きの原点はこの大地遺跡だ

ったのかも。【２２Pへ続く】 

岩倉市文化財保護委員長　中山　春義 
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健康講座 １０ 

男女共同参画をめざして １１ 

消費者トラブルに巻き込ま 
れないために １１ 

フォトニュース ２３ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 
私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １２ 
募集 １６ 

相談・その他 １７ 講座・教室 １５ 

催し １２ 

弁護士と販売会社の連名で送られ 
てきた「民事提訴通告書」 

メディアの表現 

岩倉の文化財 ２２ 
大地遺跡（竪穴式住居） 

知っておきたい防災知識 ２２ 
災害時には、地域のみんなで力を合 
わせて！ 

消防庁舎市民開放・岩倉市ジュニア 
オーケストラ幼稚園演奏会・人形劇 
フェスティバル 

無症候性脳血管障害について 保育料の減免制度を拡大します 
市政懇談会を開催します 
家具の転倒防止器具の取り付けを 
行います 
介護保険制度の運営状況をお知ら 
せします 
ふれ愛フリーマーケットの出店者 
を募集します 
不用品をご提供ください 
小学校新入学児童健康診断を行い 
ます 
岩倉市防犯対策助成金交付制度を 
ご利用ください 
イルミネーションマップ＆コンテス 
ト参加者募集 
「おれおれ詐欺」にご注意ください 
岩倉市制記念日に結婚６０周年（ダ 
イヤモンド婚）のお二人をお祝いし 
ます 
高齢者にタクシー料金を助成して 
います 
受診されましたか？　基本健康診 
査・住民検診・歯科健康診査 
「生活機能評価」とは 
指名競争入札結果 
市民の意見にお答えします 

▲８月２９日、第１９回全国高等学

校総合体育大会レスリング部門

で優勝した浅田真司君（下本町）

が市長を表敬訪問しました。 
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保
育
料
の
減
免
制
度
を
 

拡
大
し
ま
す
 

　
岩
倉
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
今
年
１０
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
保

育
料
の
減
免
制
度
を
拡
大
し
ま
す
。
 

第
３
子
以
降
の
保
育
料
が
無
料
に

な
り
ま
す
 

　
同
一
世
帯
で
１８
歳
未
満
の
児
童
が
３
人

以
上
い
る
家
庭
の
場
合
、
第
３
子
以
降
で

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
無
料
に
し
ま
す

（
年
齢
は
各
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
数

え
ま
す
）
。
 

※
保
育
園
に
兄
弟
３
人
以
上
同
時
に
入
所

の
場
合
の
第
３
子
以
降
の
無
料
化
は
引
続

き
実
施
し
ま
す
。
 

第
２
子
以
降
の
保
育
料
軽
減
が
拡

大
し
ま
す
 

　
所
得
税
額
（
階
層
）
に
よ
り
保
育
料
が

異
な
っ
て
い
る
兄
弟
が
同
時
に
保
育
園
に

入
所
し
て
い
る
場
合
の
軽
減
方
法
を
見
直

し
、一
律
に
保
育
料
の
高
い
児
童（
年
齢
の

若
い
児
童
）
か
ら
優
先
し
て
軽
減
し
ま
す
。
 

※
兄
弟
入
所
の
場
合
、
第
１
子
が
全
額
、

第
２
子
が
半
額
、
第
３
子
が
無
料
と
な
り

ま
す
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育

長
・
各
所
属
部
長
な
ど
が
２
日
間
に
わ
た

り
、
市
政
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
、
と
も
に
市
政
を
考
え
る
「
市

政
懇
談
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
 

●
テ
ー
マ
　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
」
「
岩
倉
駅
東
地
区
北
街
区
再
開

発
事
業
に
つ
い
て
」
 

※
こ
の
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
生
活
の
こ
と
や
市
政
に
つ
い
て
お
聞

き
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

会
場
で
お
た
ず
ね
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

●
参
加
方
法
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、
直

接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
２
）
ま
で
。
 

家
具
の
転
倒
防
止
器
具
の
 

取
り
付
け
を
行
い
ま
す
 

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
 

　
地
震
な
ど
に
よ
る
家
具
の
転
倒
を
防
止

す
る
た
め
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り

付
け
を
行
い
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
が
認
定
し
た
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
（
配
偶

者
と
も
７５
歳
以
上
）
、
重
度
心
身
障
害
者

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
 

●
器
具
取
り
付
け
対
象
家
具
　
洋
服
だ
ん
す
・

和
だ
ん
す
・
整
理
だ
ん
す
・
茶
だ
ん
す
 

●
費
用
　
無
料
 

※
申
請
に
は
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
 

●
申
込
・
問
合
先

　
生
き
が
い
課
ふ

れ
あ
い
係
（
☎
３

８
‐
５
８
１
１
）

ま
で
。
 

と　き ところ 

１０／２４（水） 

午後７時～ 

２５（木） 

市役所大会議室 

総合体育文化 

センター 

多目的ホール 
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介護保険制度 
の運営状況を 
お知らせします 

介護保険制度 
の運営状況を 
お知らせします 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８－５８１１）まで。 

　第３期介護保険事業計画（平成１８～２０
年度）の初年度であった平成１８年度の介護
保険運営状況についてお知らせします。 

　６５歳以上の高齢者は、平成
１８年４月１日現在７，９１４人
で、前年度に比べると３９９人
（５．３㌫）増となっています。 
なお、高齢化率（総人口に占め
る割合）も１６．３㌫と、０．７
ポイント増加しています。 

平成１８年度運営状況 

高齢者人口・高齢化率の推移 

要介護（要支援）認定者の推移 

●高齢者人口 

　要介護（要支援）認定者数は、
１，００３人で、前年度に比べ
ると１３人（１．３㌫）少なく
なり、介護保険制度が導入され
てから初めて、前年度に比べ減
少となりました。 
　認定者のうち要支援１から要
介護１までの比較的軽度と判定
された人の割合は４７．６㌫と、
全体の半数近くを占めています。 
　なお、介護保険法の改正によ
り要介護認定区分の見直しが行
われ、要支援は、要支援１と要
支援２に細分化されました。 

●要介護認定者数 

高齢者人口（６５歳以上の人口） 

高齢化率（総人口に占める割合） 

要介護（要支援）認定者数 

介護サービス利用者数 

介護給付費総額 

７,９１４人 

１６.３% 

１,００３人 

７６１人 

１,３３６,９４３,９５０円 

１．介護保険事業 
９,０００人 

８,０００人 

７,０００人 

６,０００人 

５,０００人 

４,０００人 

３,０００人 

２,０００人 

１,０００人 

０人 

２０.０％ 

１８.０％ 

１６.０％ 

１４.０％ 

１２.０％ 

１０.０％ 

８.０％ 

６.０％ 

４.０％ 

２.０％ 

０％ 

１,２００人 

１,０００人 

８００人 

６００人 

４００人 

２００人 

０人 

９２人 

７７１人 

９５人 

９１人 

１６３人 

２２６人 

１０４人 

１００人 

８６３人 

１０１人 

１０１人 

１５９人 

２７５人 

１２７人 

１０１人 

９６０人 

１１２人 

１２７人 

１３７人 

３２６人 

１５７人 

１０３人 

９７４人 

１２５人 

１２２人 

１３７人 

３０８人 

１７９人 

９０人 

１,０１６人 

１２６人 

１２８人 

１３６人 

３１０人 

２２６人 

８６人 

１,００３人 

１１６人 

１６０人 

１６４人 

１２７人 

２１０人 

１４０人 

１２.９％ 
１３.５％ 

１４.１％ 
１４.８％ 

１５.６％ 
１６.３％ 

６,１１８人 ６,４３８人 ６,７７５人 ７,１００人 ７,５１５人 ７,９１４人 ６,１１８人 ６,４３８人 ６,７７５人 ７,１００人 ７,５１５人 ７,９１４人 

H１３.４.１ H１４.４.１ H１５.４.１ H１６.４.１ H１７.４.１ H１８.４.１ 

H１３年度末 H１４年度末 H１５年度末 H１６年度末 H１７年度末 H１８年度末 

高齢者人口（６５歳以上の人口） 高齢化率（総人口に占める割合） 

要支援 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 
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　介護保険のサービスには、施設に入所
するサービス（施設サービス）、在宅で受
けるサービス（居宅サービス）、制度改正
で新たに創設された地域密着型サービス
（グループホーム、小規模多機能型居宅
介護）があります。平成１８年度末の施設
サービス利用者は２０１人、居宅サービ
ス利用者は５６０人で、前年度末と比べ
ると合わせて３８人の減少となりました。 
　また、地域密着型サービスの利用者は、
グループホームが３０人、小規模多機能
型居宅介護が９人となっています。 

●介護利用者数の推移 

　平成１８年度の介護給付費総額は１３
億３，６００万円で、平成１７年度と比べ
ると約５，５００万円（４．０㌫）減少し、
予算額に対する執行率は８７．３㌫とな
っています。 

●介護給付費総額の状況 

　第３期介護保険事業計画では、６５歳以
上の人（第１号被保険者）の保険料基準額
を月額２，９１６円から３，７８５円に改定し、
低所得者の負担軽減を図るため、所得段
階を５段階から７段階に細分化しました。 
　なお、第１号被保険者の保険料収納状
況は右の表のとおりです。 

　介護予防と自立支援を進めていくため、「地域包括支
援センター」を平成１８年４月から設置し、高齢者の総
合的な相談や支援、高齢者の権利擁護事業を行っていま
す。また、要介護状態になる恐れのある高齢者（特定高
齢者）に対して介護状態にならないように介護予防事業
に取り組みました。 

●介護保険料の収納状況 

総合相談業務 
実態把握調査（戸別訪問等により高齢者の心身の状況や家族の状況についての実態把握） 

総合相談業務（相談内容に即したサービスまたは制度に関する情報提供、関係機関の紹介） 

権利擁護に関する業務（高齢者の権利擁護に関する成年後見、虐待、消費者被害についての対応） 

包括的ケアマネジメント業務（地域のケアマネジャーに対して、ケアマネジメントに関する相談支援） 

４５１件 

１１３件 

５件 

７５件 

特定高齢者施策 
特定高齢者候補者 

特定高齢者決定者 

ケアプラン作成者 

１１９人 

４０人 

４人 

新予防給付（要支援１・２の人に対してのケアプラン作成業務） 
事業所との委託契約 

利用者との契約数 

ケアプラン作成数 

１９件 

２７５件 

１,４５７件 

第１号被保険者介護保険料の収納状況 

賦課額 

収納額 

収納率 

H１４年度 H１５年度 H１６年度 H１７年度 H１８年度 

２１８,６７５,８００円 

２１３,７２２,０００円 

９７.７%

２５９,２２７,８００円 

２５０,４８４,４００円 

９６.６%

２７２,９９３,２００円 

２６１,４６８,２００円 

９５.８%

２８８,２０４,２００円 

２７６,５７７,９００円 

９６.０%

４００,４５０,８００円 

３８７,８２２,６００円 

９６.８%

介護給付費の状況 

介護サービス利用者数の推移 

予算額 

決算額 

執行率 

H１４年度 H１５年度 H１６年度 H１７年度 H１８年度 

１,１５４,７１０,０００円 

１,０９６,６０７,２８３円 

９５.０%

１,２５１,５８３,０００円 

１,２３６,０６２,２６８円 

９８.８%

１,３６９,３７８,０００円 

１,３４６,４９７,１８５円 

９８.３%

１,４５４,２７０,０００円 

１,３９２,５１２,８７６円 

９５.８%

１,５３１,７４６,０００円 

１,３３６,９４３,９５０円 

８７.３%

２．地域包括支援センター運営事業 

９００人 

８００人 

７００人 

６００人 

５００人 

４００人 

３００人 

２００人 

１００人 

０人 
H１３年度末 H１４年度末 H１５年度末 H１６年度末 H１７年度末 H１８年度末 

居宅サービス利用者数 

５５１人 
６０３人 

７１２人 
７５８人 

７９９人 
７６１人 

４２２人 
４４５人 

５２７人 
５７３人 ５８９人 

５６０人 

１２９人 １５８人 
１８５人 １８５人 ２１０人 ２０１人 

施設サービス利用者数 計 
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ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
 

　
あ
な
た
の
家
の
中
に
、
邪
魔
に
さ
れ
て

泣
い
て
い
る
物
、
長
年
使
わ
れ
ず
に
眠
っ

て
い
る
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

　
こ
う
し
た
物
を
集
め
て
展
示
販
売
す
る

こ
と
で
、
必
要
な
人
の
も
と
で
再
び
有
効

に
使
わ
れ
ま
す
。
 

　
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の

世
の
中
か
ら
資
源
循
環
型
の
社
会
へ
。
 

　
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
対
処
も
、

物
を
大
切
に
長
く
使
お
う
と
す
る
心
を
持

ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
第
１
歩
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
友
達
ど
う
し
で

誘
い
合
い
、
楽
し
く
出
店
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
 

●
と
き
　
１１
月
１０
日
（土）
・
１１
日
（日）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
 

●
募
集
区
画
数
　
２
日
間
で
２０
〜
３０
区
画

程
度
（
お
一
人
様
に
つ
き
１
区
画
）
 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
高
校

生
以
上
の
人
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ
 

※
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
営
利
目
的
の
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
。
 

●
募
集
期
間
　
１０
月
５
日
（金）
・
９
日
（火）
・

１０
日
（水）
の
３
日
間
（
先
着
順
）
 

●
出
店
料
　
１
区
画
５
０
０
円
 

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
に
お
越
し
の

う
え
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓

発
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

 不
要
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
 

粗
大
ご
み
の
内
ま
だ
使
え
る
も
の
を
 

　
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で
は
「
リ
ユ

ー
ス
広
場
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
粗
大
ご
み
を
出
さ
れ
る
人
に
は
、

☎
６
６
‐
８
１
５
３
（
ハ
イ
ご
み
）
の
電

話
受
付
時
に
不
用
品
提
供
の
お
願
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
ご
提
供
い
た
だ
く
学
習
机
や
洋
服
ダ
ン

ス
な
ど
粗
大
ご
み
が
有
料
戸
別
収
集
と
な

る
こ
と
は
同
じ
で
す
が
、
ま
だ
使
え
る
も

の
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
て
清
掃
事
務
所

内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
修
理
等
を
行
い
、

市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
で
展
示
販
売
し
て
い

き
ま
す
。
 

ま
た
使
え
る
小
さ
な
も
の
も
 

 
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
い
ら
な
く
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
類
、
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食

器
類
の
セ
ッ
ト
等
々
、
ま
だ
使
え
る
物
が

あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、「
コ

ッ
プ
が
２
個
と
ミ
ニ
カ
ー
３
個
」
と
い
っ

た
数
や
大
き
さ
に
ま
と
ま
り
が
な
い
場
合

等
は
お
受
け
取
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

 
市
役
所
３
階
の
環
境
保
全
課
ま
た
は
、

石
仏
町
の
清
掃
事
務
所
に
事
前
に
ご
連
絡

の
う
え
搬
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

●
受
付
期
間
　
１０
月
１
日
（月）
〜
３１
日
（水）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
 

●
募
集
す
る
も
の
　
有
料
戸
別
収
集
す
る

粗
大
ご
み
の
内
家
具
類
な
ど
、
ま
た
は
、

粗
大
ご
み
に
な
ら
な
い
お
も
ち
ゃ
類
な
ど

で
、
ま
だ
使
え
、
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ

け
る
も
の
。
 

●
お
引
き
取
り
で
き
な
い
も
の
　
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
の
５
品
目
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
扇
風
機
・
掃

除
機
や
ス
ト
ー
ブ
類
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど

電
気
、石
油
、ガ
ス
機
械
器
具
類
は
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
提
供
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
衣
類
・
ふ
と
ん
類
、
生
も
の
、

著
し
く
重
い
も
の
、
お
よ
び
、
消
火
器
・

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
廃
棄
す
る
際
に
処
理
が

困
難
な
も
の
は
お
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係（
☎

３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃
事
務

所
（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
小
学

校
に
就
学
（
入
学
）
さ
れ
る
お
子
さ
ん（
平

成
１３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
を
対
象
に
、
市

内
各
小
学
校
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
 

　
事
前
に
郵
送
し
ま
し
た
「
就
学
時
健
康

診
断
票
」
お
よ
び
「
就
学
時
健
康
診
断
調

査
票
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た

就
学
予
定
の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
 

★
１０
月
４
日
（木）
岩
倉
東
小
学
校
 

★
１０
月
５
日
（金）
曽
野
小
学
校
 

★
１０
月
１１
日
（木）
岩
倉
南
小
学
校
 

★
１０
月
１６
日
（火）
岩
倉
北
小
学
校
 

★
１０
月
２５
日
（木）
五
条
川
小
学
校
 

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

★
「
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知
」
が
届
か

な
い
と
き
 

★
就
学
に
関
す
る
相
談
 

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
☎
３

８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

岩
倉
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
・
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
７
 

小
学
校
新
入
学
児
童
健
康
 

診
断
を
行
い
ま
す
 

●
市
政
の
窓
●
 

１１
月
１０
日
（土）
・
１１
日
（日）
 



「おれおれ詐欺」にご注意ください 
　息子や身内になりすまして金銭を振り込ませる「おれお
れ詐欺」の被害は、平成１６年７月をピークに減少傾向と
なっていましたが、再び増加に転じて、今年７月の被害総
額は、１億２，０００万円に上っており、改めて注意が必
要です。 
 
おれおれ詐欺とは？ 
　「おれだよ」などと電話をかけ、電話に出た人がうっか
り「○○ちゃん？」などと問い直すと「そう○○。会社の
金を使い込んでしまったので、ばれないように金を振り込
んで」などと話し、指定した口座に現金を振り込ませる詐
欺事件です。 
対処方法 
★事実かどうかを必ず確認する。電話を切った後、必ず、
本人またはその家族、勤務先などの関係者と連絡を取り、
事実かどうか確認しましょう。 
★お金を振り込む前に、自分の家族や親せき、警察などに
相談する。 
★動揺しない。あわてない。 
★不審に思うことがあれば、すぐに警察に連絡する。 
 
●問合先　市民相談室（☎３８－５８２２）または、 
　　　　　江南警察署（☎５６－０１１０）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
で
は
８
月
末
現
在
で
、
住
宅
対

象
侵
入
盗
が
４４
件
、
車
上
狙
い
が
６５
件
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
を
含
め

た
盗
難
被
害
件
数
は
５
１
９
件
と
な
り
、

１
日
に
２
件
を
越
え
る
割
合
で
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
が
一
昨
年
４
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
。
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
世
帯
で
新
た
に
防
犯
対
策
を
行
っ
た

場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
、
８
月
ま
で
に
６
９
０
世
帯
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
制
度
は
平
成
２０
年
３
月
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
多
く
の

世
帯
で
防
犯
対
策
を
見
直
し
、
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

口
座
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
品
物
等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
賃
貸
住
宅
等
の
場
合
は
、
所
有

者
（
大
家
さ
ん
）
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
助
成
金
は
振
込
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

      　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
で
は
、

「
光
の
ま
ち
い
わ
く
ら
」
事
業
と
し
て
、

昨
年
好
評
だ
っ
た
各
家
庭
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
マ
ッ
プ
を
作
製
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

心
に
残
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
投
票

し
て
い
た
だ
く
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。
 

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
へ
の

参
加
者
（
家
庭
お
よ
び
事
業
所
等
）
を
募

集
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
五
条
川
沿
い
の
お
祭
り
広
場
を

今
年
も
光
の
装
飾
で
飾
り
つ
け
ま
す
（
１２

月
１
日
（土）
〜
２５
日
（火）
の
午
後
５
時
〜
９
時

（
予
定
）
）。
 

●
申
込
期
限
　
１０
月
３１
日
（水）
ま
で
 

●
問
合
・
申
込
先
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政
課
内
☎

３
８
‐
５
８
１
２
　g

y
o
u
sei@

city
. 

iw
ak
u
ra.aich

i.jp

）
ま
で
。
 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交
 

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
助
成
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
ま
で
 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
＆
 

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
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岩
倉
市
は
、
結
婚
６０
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
を
招
待
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
１２
月
１
日
（土）
午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
内
容
　
岩
倉
市
制
３６
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
表
彰
を
行
い
ま
す
。
 

●
対
象
　
今
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
の
間
に
、
結
婚
６０
年
目
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
（
昭
和
２３
年
１
月
１
日
か
ら
１２

月
３１
日
ま
で
に
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る

人
）
で
、
平
成
１８
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

市
内
に
お
住
ま
い
の
ご
夫
婦
。
 

※
過
去
に
岩
倉
市
に
お
い
て
金
婚
祝
賀
会

に
出
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
、
申
し
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
申
込
方
法
　
秘
書
課
に
あ
る
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
申
請
書
」
に
、
ご
夫
婦
の
戸
籍

謄
本
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資

格
を
確
認
し
た
う
え
で
、
市
制
３６
周
年
記

念
式
典
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
）
。
 

●
受
付
期
限
　
１０
月
１５
日
（月）
 

●
申
込
・
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎

３
８
‐
５
８
０
１
）
ま
で
。
 

      　
日
常
生
活
で
社
会
活
動
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
て
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
満
８５
歳
以
上
の
人
 

●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー

基
本
料
金
と
迎
車
料
金
（
タ
ク
シ
ー
乗
車

料
金
と
助
成
額
と
の
差
額
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
）
 

●
交
付
枚
数
　
月
２
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

申
請
の
月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付

し
ま
す
。
 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ

い
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
料
金
 

を
助
成
し
て
い
ま
す
 

岩
倉
市
制
記
念
日
に
結
婚
 

６０
周
年（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
） 

の
お
二
人
を
お
祝
い
し
ま
す
 

●
市
政
の
窓
●
 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 

南部老人憩の家改修工事 ㈱丹羽工務店 ８/２１～９/２１ ２,６２５,０００ 大地町地内 

（８月１６日～３０日） 

栗本土木㈱ ５,５６５,０００ ８/３１～H２０/２/２９ 配水管布設替工事（右岸１９‐３号） 本町外１地内 

東亜ライン㈱ ４,５１５,０００ ８/２８～１０/２８ 区画線設置工事（その１） 北島町外地内 

昭和土建㈱岩倉支店 ２８,３５０,０００ ９/７～H２０/３/２４ （仮称）竹林公園整備工事（土木工事） 大市場町外１地内 

指名競争入札結果 

「生活機能評価」とは 
こんにちは！　地域包括支援センターです 

基本健康診査・住民検診・ 
歯科健康診査 

受診されましたか？ 

　皆さん、「生活機能評価」ってご存知ですか？ 
　「生活機能評価」は、介護予防のための判断基準であり、そ
の判定方法は、６５歳以上の高齢者が基本健康診査時に実施す
る基本チェックリストと基本健康診査（問診や身体計測、理学
的検査、血圧測定、循環器検査、貧血検査、血液化学検査等）
の結果から、医師が「生活機能の低下」の「有り」、「無し」の
判定を行います。 
　地域包括支援センターでは、その判定結果を基に、生活機能
が低下し、介護予防事業の利用が望ましい高齢者を早期に把握
していきます。 
●問合先　岩倉市地域包括支援センター（☎３８－０３０３）
まで。 

　８月から始まった基本健康診査・

住民検診・歯科健康診査は、１０月

１５日（月）・１６日（火）で終了します。

まだ受診していない人は、この機会

を逃すことなく受診して、健康管理

に役立ててください。 

●問合先　保健センター（☎３７－

３５１１）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

市民の意見にお答えします 市民の意見にお答えします 
　皆さんからいただく「市民の声」等のご意見のうち、氏名・住所などをお書き
いただいたものには、回答をお送りしています。しかし、匿名でいただいたご意
見には、回答をお届けすることができないため、担当課と企画課で保管し、個人
情報を除いた内容を、年度毎に取りまとめて、情報サロンで閲覧いただけるよう
にしています。ここでは、こうした匿名でいただいたご意見の中から、多くお寄
せいただいたものについてその回答の内容をお知らせします。 
●問合先　企画課広報広聴係（☎３８‐５８０２）まで。 

市役所の総合案内について 
総合案内の受付業務は、１人でもで 
きそうなので、人を減らしてほしい。 

Q.

A. 　現在、市役所の総合案内では、窓口案内業務と電話交換業務の２
つの業務を行っており、１日平均、
電話交換業務２５０件、担当課の
案内、行事案内、公共施設に限ら
ない電話番号案内、市内の地理案
内などの窓口案内業務１５０件を
２人で行っています。電話交換業
務は、他市では別の部屋で行うの
が一般的ですが、総合案内で統合
してそれぞれの業務を補い合うこ
とにより、効率的にサービスが行
えます。 
　また、総合案内の業務は民間に
委託しており、財政縮減やきめ細
かな市民サービスの向上に努めて
います。（行政課） 

野焼きについて 
田や畑での野焼きが行われているが、環境的に心配であり、 
臭いにも悩まされている。止めさせてほしい。 

Q.

A. 　ばい煙や悪臭、ダイオキシン類の発生を防止するため、小規模なたき火や田畑でのワラ焼き（農作業で行われる廃
棄物の焼却）など一部の例外を除いて、一定の基準を満た
す焼却炉を用いないで屋外でものを燃やす行為は、廃棄物
の処理及び清掃に関する法律等により禁止されています。 
　また、農作業で行われる廃棄物の焼却など法令による規
制の例外とされている行為であっても、発生する煙により
洗濯物に臭いが付き、目やのどが痛むなどのご意見をいた
だくことが多いことから、農業者の方々にも農事組合を通じ、
やむを得ず焼却する場合には、風向きや時間帯、焼却する
量などを考慮し、悪臭や煙害等で近隣にお住まいの皆さん
に迷惑にならないようお願いしてきています。今後も、広
報やホームページなどを通じて周知に努めていきたいと考
えています。 
　なお、野焼きをしている人に注意を呼びかける場合には、
実際に燃やしている時に現場でお話することが効果的であ
ることから、焼却行為が行われている時に環境保全課（☎
３８‐５８０８）までご連絡くださるようお願いします。 

救急車のサイレンについて 
自分の住む地区をよく救急車が通るため、深夜のサイレン音で睡眠を妨げられ迷惑に感じている。 Q.

A. 　救急車は、緊急時には赤色警光灯の点灯とサイレンの吹鳴が法令により義務付けられています。最近の出動件数の増加に伴って市民の皆さんからサイレン音に関する苦情をいただいています。 
　お寄せいただく苦情は、安眠を妨げられるなど切実なものであるため、消防署では出動経路の見直しや
夜間のサイレン音を控えめにするなど、できる限り一部の地域にお住まいの人に大きな負担をおかけしな
いよう業務に取り組んでいますが、増え続ける出動件数のため、サイレン音で目を覚まされることも多い
ことと申し訳なく思っております。 
　最近の救急要請には、緊急性を要しないもの、他に手段があるにもかかわらず救急車を要請するものも
ありますが、要請を受けた消防署では人命を最優先しなければならない立場から、救急搬送を希望するす
べての方の要請に対応して出動しています。 
　しかし、出動件数の増加により本当に緊急性のある傷病者への対応に支障が出かねない状況であること
から、広報やホームページで市民の皆さんに適正な救急車の利用を繰り返しお願いしています。また、各
地区の防災訓練や各種講習会、イベント会場など多くの市民の皆さんが集まる場でＰＲ活動を行っています。 
　今後も引き続きＰＲに努め、救急車の出動経路沿線にお住まいの皆さんのご負担を緩和できるよう努力
を続けてまいります。（消防署） 
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脳
血
管
障
害
は
大
き
く
分
け

て
、
血
管
の
閉
塞
か
ら
脳
神
経

細
胞
の
壊
死
を
起
こ
す
『
脳
梗

塞
』
と
脳
血
管
の
破
綻
か
ら
起

こ
る
『
脳
出
血
』
や
『
く
も
膜

下
出
血
』
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

画
像
診
断
の
進
歩
に
よ
り
、
麻

痺
や
失
語
な
ど
明
ら
か
な
神
経

症
状
を
呈
さ
な
い
脳
血
管
障
害

の
存
在
が
わ
か
っ
て
き
て
、
無

症
候
性
脳
血
管
障
害
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
患
者
さ
ん
と
し

て
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
実
態
は
症
状
の
あ
る
方

の
数
十
倍
は
存
在
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　

M
R
I

（

M
a
g
n
e
t
i
c
 

R
e
s
o
n
a
n
c
e
 Im
a
g
in
g

）
は
、

磁
石
の
原
理
を
利
用
し
た
検
査

で
、
痛
み
を
伴
わ
ず
、
一
時
間

ほ
ど
横
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、

脳
の
状
態
や
脳
血
管
の
状
態
を
評

価
で
き
る
検
査
法
で
す
。
以
前
は

脳
の
検
査
に
Ｃ
Ｔ
検
査
が
重
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
微
小
な
脳
梗

塞
や
脳
出
血
は
Ｃ
Ｔ
で
は
見
逃
さ

れ
や
す
く
、
特
に
無
症
候
性
脳
血

管
障
害
の
診
断
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
適

し
て
い
ま
す
。
無
症
状
な
ま
ま
経

過
し
た
脳
卒
中
が
、
そ
の
後
の
生

活
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
は
現
時

点
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
脳
梗
塞
が
多
く
な
っ
て
く
る

と
や
は
り
認
知
症
に
な
り
や
す
い

と
の
デ
ー
タ
は
出
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
脳
ド
ッ
ク
を

中
心
に
脳
梗
塞
を
検
出
し
た
り
、

脳
血
管
の
狭
い
場
所
、
脳
動
脈
瘤

な
ど
を
検
出
し
た
り
し
て
脳
卒
中

の
予
防
に
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
し
い
撮
影
法
で
新
鮮
な
脳
梗
塞

を
描
出
し
た
り
、
脳
内
の
微
細
な

出
血
を
捉
え
る
方
法
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
見
つ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
微
細
な
脳
出
血
が

散
発
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
見
つ

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の

あ
る
方
で
特
に
多
く
認
め
ら
れ
、

微
細
な
脳
血
管
の
破
綻
が
起
こ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
将
来
の
大

き
な
脳
出
血
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
 

　
最
近
の
知
見
で
は
、
内
臓
肥
満

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
発
病
が
科

学
的
に
立
証
さ
れ
、
ひ
い
て
は
心

臓
や
脳
血
管
を
障
害
し
て
悪
さ
を

起
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
 

　
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
、

十
分
な
血
圧
や
血
糖
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
管
理
が
必
要
な
の
と
同

時
に
、
現
状
の
脳
の
状
態
や
脳
血

管
の
動
脈
硬
化
を
確
認
す
る
こ
と

は
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
検

診
や
脳
ド
ッ
ク
を
利
用
し
て
健
康

状
態
を
把
握
し
て
、
食
生
活
に

気
を
つ
け
、
精
神
、
身
体
共
に
健

や
か
に
生
活
し
ま
し
ょ
う
。
 

岩
倉
市
医
師
会
　
吉
田
多
束
 

た

づ

か

 

無
症
候
性
脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
 

へ
い
そ
く 

え
　
し 

の
う
こ
う 

そ
く 

ま 

は 

た
ん 

ひ 

り
ゅ
う 

▲無症候性微小脳内出血のMRI画像 
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弁
護
士
と
販
売
会
社
の
連
名
で
送
ら
れ
て
き
た
「
民
事
提
訴
通
告
書
」 

　
　
　
　
　
〜
通
信
販
売
利
用
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
架
空
請
求
〜 

　
最
近
、「
弁
護
士
と
販
売
業
者
の
連
名

で
『
民
事
提
訴
通
告
書
』
と
い
う
文
書
が

届
い
た
。
通
信
販
売
の
商
品
代
金
が
未
納

な
の
で
民
事
訴
訟
の
手
続
き
を
と
る
と
い

う
内
容
だ
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
」
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
１０
〜
３０
代
の
女
性
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
通
信
販
売
業
者
か
ら
流
出
し
た
利
用
者

の
情
報
を
悪
用
し
て
文
書
が
送
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
通
信
販
売
を
利

用
し
て
い
る
人
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、

不
安
に
思
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
そ
う
思
わ
せ
て
連
絡
さ
せ
る
の
が
こ

の
架
空
請
求
の
手
口
で
す
。 

主
な
特
徴
 

★
法
律
事
務
所
名
等
で
送
付
さ
れ
る
（
存

在
し
な
い
事
務
所
等
で
す
） 

★
は
が
き
や
封
書
な
ど
で
届
く
 

★
『
民
事
訴
訟
通
告
書
』
な
ど
と
表
題
に

書
か
れ
、
代
金
未
納
に
よ
る
民
事
訴
訟
を

提
起
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
 

★
通
信
販
売
（
品
目
不
明
）
の
購
入
代
金

未
納
と
書
か
れ
て
い
る
 

★
い
つ
、
ど
こ
で
、
い
く
ら
で
購
入
し
た

の
か
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
 

★
「
連
絡
が
な
い
場
合
は
訴
訟
開
始
と
な

り
、
給
与
や
財
産
の
差
し
押
え
な
ど
の
強

制
執
行
を
行
う
」
と
い
っ
た
脅
し
文
句
が

書
か
れ
て
い
る
 

　
架
空
請
求
は
こ
れ
ま
で
も
裁
判
所
や

法
務
局
に
類
似
し
た
名
称
を
使
っ
た
も
の

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
法
律

事
務
所
等
を
か
た
る
手
口
が
増
加
し
て
い

る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

自
分
か
ら
連
絡
し
な
い
 

　
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
請
求
は

不
審
で
す
。
請
求
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、

そ
の
通
告
書
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
連
絡

を
取
る
と
、
相
手
方
は
言
葉
巧
み
に
氏
名

や
電
話
番
号
な
ど
を
聞
き
出
そ
う
と
し
ま

す
。
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
、
新
た
な
被

害
に
あ
う
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
本
当
に
民
事
訴
訟
が
提
起
さ
れ

た
の
な
ら
、
訴
状
・
呼
出
状
は
裁
判
所
か

ら
「
特
別
送
達
」
と
い
う
特
別
な
郵
便
で

送
付
さ
れ
ま
す
。
ハ
ガ
キ
や
封
書
の
普
通

郵
便
で
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
支
払
わ
な
い
 

　
連
絡
し
て
し
ま
っ
て
、
お
金
を
振
り
込

む
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
決
し
て
応
じ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
架
空
請
求
は
、
支
払
っ
て

し
ま
う
と
回
収
・
返
金
を
受
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
連
絡
を
取
る
と
、

未
納
と
さ
れ
る
料
金
の
ほ
か
、「
訴
訟
取
下

げ
に
手
数
料
が
か
か
る
」
な
ど
と
言
っ
て

法
外
な
金
額
を
請
求
し
て
き
ま
す
。
絶
対

に
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

支
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
 

　
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
、
振
込
の
場
合

は
、
金
融
機
関
に
振
込
先
口
座
の
凍
結
が

で
き
る
か
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
相
手

側
が
引
き
出
す
前
で
あ
れ
ば
、
組
戻
し
が

で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 　
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
市

役
所
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
‐
５
８
２
２
）

ま
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　性や暴力表現を望まない人がそれに接し
ない自由があります。問題の改善のために、
企画制作段階での女性の起用が望まれるわ
けです。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 

●メディアの表現● 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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第２回岩倉ウォークラリー 
歴史や文化にふれて　岩倉を再発見してみませんか 

        　
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
 

　
こ
こ
ろ
の
健
康
と
私
た
ち
の
く
ら
し
 

●
尾
張
北
部
地
域
こ
こ
ろ
の

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

  　
心
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
、

精
神
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
催
し
で

す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２７
日
（土）
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
内
容
　
 

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

和
太
鼓
・
合
唱
・
演
劇
・
楽
器

演
奏
　
午
前
１０
時
４５
分
〜
午
後

零
時
１５
分
 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０

分
 

②
講
演
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分
 

★
テ
ー
マ
…
「
コ
コ
ロ
は
い
つ

も
わ
は
は
色
」
 

★
講
師
…
内
藤
洋
子
さ
ん
（
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
）
 

▼
主
催
　
尾
張
北
部
地
域
こ
こ

ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
 

▼
後
援
団
体
　
岩
倉
市
教
育
委

員
会
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
 

  　
実
り
の
秋
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

●
親
子
イ
キ
イ
キ
い
も
掘

り
大
会
 

  　
い
わ
く
ら
塾
で
は
、
今
年
も

昨
年
に
引
き
続
き
休
耕
田
を
有

効
利
用
し
て
、
土
い
じ
り
の
楽

し
さ
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
大

切
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
、
い

も
掘
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２７
日
（土）
午
前
９

時
〜
午
後
１
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
２８
日
（日）
に

延
期
（
午
前
７
時
に
決
定
）
 

▼
と
こ
ろ
　
自
然
生
態
園
（
食

事
）
、
自
然
生
態
園
北
東
側
の

畑
（
い
も
掘
り
）
 

▼
対
象
　
子
ど
も
（
幼
稚
・
保

育
園
児
〜
中
学
生
）
と
そ
の
保

護
者
 

▼
集
合
時
間
　
午
前
８
時
４５

分
 

▼
集
合
場
所
　
自
然
生
態
園
 

▼
内
容
　
い
も
掘
り
と
、
い
も

料
理
（
ふ
か
し
い
も
、
い
も
粥

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
一

部
は
有
料
）
を
食
べ
た
り
、
コ

ン
テ
ス
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
１
人
３
０
０
円（
子

ど
も
、
大
人
と
も
）
 

▼
募
集
人
員
　
２
０
０
人
 

▼
応
募
期
限　
１０
月
１２
日
（金）（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）
 

▼
持
ち
物
　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ

（
小
型
）
、
タ
オ
ル
、
水
筒
等
 

▼
申
込
方
法
　
市
役
所
情
報
サ

ロ
ン
ま
た
は
、
各
児
童
館
等
に

申
し
込
み
用
紙
が
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

▼
主
催
　
い
わ
く
ら
塾
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
福
冨
（
☎
３
７
‐

２
５
３
２
）
 

催し  
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　いわくら塾と岩倉ボランティアサークルは共催で、
市民の皆さんに市内の歴史や文化を知ってもらい、
ふるさと岩倉に愛着を持ってもらうことと、市外の
皆さんにも岩倉の良さを知っていただき、地域振興
に役立てようと、昨年に引き続き「第２回岩倉ウォ
ークラリー」を行います。 
　と　　き　１０月２１日（日）（雨天決行） 
　受　　付　お祭り広場（下本町）午前９時～９時３０分 
※事前申込の必要はありませんので、当日直接受付までお越しください。また、ラリ
ーは正午で終了します。 
　参 加 費　無料 
　募集人員　５００人 
　コ ー ス　約６㌔㍍（所要時間２時間） 
　主　　催　いわくら塾・岩倉ボランティアサークル（ＩＶＣ） 
　後　　援　岩倉市、岩倉市ボランティア連絡協議会 
　問 合 先　福冨（☎３７‐２５３２） 

な
い
と
う
よ
う  

こ 
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  ●
全
国
・
自
然
歩
道
を
歩

こ
う
大
会
愛
知
県
大
会
 

  　
毎
年
、
１０
月
の
１
か
月
間
は
、

環
境
省
主
唱
に
よ
る
「
全
国
・

自
然
歩
道
を
歩
こ
う
月
間
」
で

す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
「
愛
知
県
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
」
と
共
催
で
、

「
第
２６
回
全
国
・
自
然
歩
道
を

歩
こ
う
大
会
　
愛
知
県
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
前
９

時
集
合
、
９
時
３０
分
石
作
公
園

出
発
、
午
後
２
時
５０
分
ご
ろ
名

鉄
犬
山
線
扶
桑
駅
到
着
予
定
 

▼
集
合
場
所
　
犬
山
市
石
作
公

園
（
名
鉄
犬
山
駅
東
口
下
車
徒

歩
約
７
分
）
 

▼
コ
ー
ス
　
東
海
自
然
歩
道
他

（
犬
山
市
、
扶
桑
町
内
約
１２

㌔
）
 

石
作
公
園
〜
寂
光
院
〜
犬
山
城

〜
木
曽
川
犬
山
緑
地
〜
木
曽
川

扶
桑
緑
地
公
園
〜
名
鉄
犬
山
線

扶
桑
駅
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
受
付
　
当
日
集
合
場
所
で
受

付
 

▼
そ
の
他
　
小
雨
決
行
。
現
地

へ
の
交
通
費
は
自
己
負
担
。
昼

食
・
飲
み
物
・
雨
具
等
は
各
自

で
持
参
。
大
会
参
加
中
の
負
傷

に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
（
万
一
の
場
合
の
た

め
に
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）
。
 

▼
最
寄
駅
　
名
鉄
犬
山
駅
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
自

然
環
境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６

２
２
７
）
 

  ●
地
球
を
丸
ご
と
食
べ
ち

ゃ
お
う
パ
ー
ト
３
 

  　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
１５
か
国
程
度
の
外
国
の
人

が
集
ま
っ
て
自
国
の
料
理
を
作

る
「
地
球
を
丸
ご
と
食
べ
ち
ゃ

お
う
パ
ー
ト
３
」
を
開
催
し
ま

す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
前
１１

時
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家
 

▼
参
加
国
（
予
定
）
　
韓
国
、

中
国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ラ

ン
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ブ

ル
ン
ジ
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、

ブ
ラ
ジ
ル
▼
参
加
費
　
無
料

（
た
だ
し
料
理
は
有
料
。
会
場

で
チ
ケ
ッ
ト
を
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
）
 

▼
そ
の
他
　
天
候
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交
流

協
会
中
山
（
☎
０
９
０
‐
３
５

６
１
‐
６
７
４
８
）
ま
た
は
、

早
坂
（
☎
３
７
‐
７
９
７
３
）
 

  ●
尾
張
自
転
車
散
歩
 

  　
中
日
新
聞
社
で
は
、
「
尾
張

自
転
車
散
歩
」
と
題
し
て
、
健

康
と
環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
家
族
や
仲
間
で
気
軽

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
な

が
ら
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
認
識
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１１
日
（日）
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）
 

▼
と
こ
ろ
・
内
容
等
　
 

★
岩
倉
会
場
…
八
剱
憩
い
の
広

場
 

★
春
日
井
会
場
…
落
合
公
園
 

★
犬
山
会
場
…
犬
山
西
小
学
校

西
 

★
江
南
会
場
…
江
南
市
中
央
公

園
 

★
小
牧
会
場
…
小
牧
フ
レ
ッ
シ

ュ
パ
ー
ク
 

★
大
口
会
場
…
堀
尾
跡
公
園
 

★
扶
桑
会
場
…
総
合
体
育
館
 

　
右
記
会
場
を
発
着
点
と
し
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す

（
レ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

ス
タ
ー
ト
お
よ
び
ゴ
ー
ル
は
ど

の
会
場
か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

小
グ
ル
ー
プ
毎
に
時
間
差
で
ス

タ
ー
ト
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
も
走
行
し
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
大
人
２
千
円
、
中

学
生
以
下
１
千
円
 

▼
主
催
　
中
日
新
聞
社
 

▼
共
催
　
中
日
新
聞
尾
張
販
売

店
連
合
会
春
日
井
支
部
・
小
牧

支
部
・
犬
山
支
部
、
㈱
中
日
ホ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
 

▼
後
援
　
尾
張
北
部
広
域
行
政

圏
協
議
会
（
春
日
井
市
、
小
牧

市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
岩
倉

市
、
大
口
町
、
扶
桑
町
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
㈱
中
日
ホ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
５
８
６

‐
２
３
‐
２
１
１
６
）
 

　
申
込
用
紙
は
中
日
新
聞
販
売

店
の
ほ
か
、
市
役
所
情
報
サ
ロ

ン
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。U

R
L
  h
ttp
://w

w
w
. 

jite
n
s
ya
.in
fo

　小牧法人会岩倉支部では、劇座代表天野鎮雄さ
んによる講演会を開催します。 
　と　き　１０月２０日（土）午後２時～（開場

午後１時３０分） 
　ところ　総合体育文化センター多目的ホール 
　演　題　「出逢いふれあい　人間こんさーと」 
　講　師　天野鎮雄さん 
　定　員　５００人 
※満員の際は、入場をお断りしますのでご了承ください。 
　入場料　無料 
　主　催　社団法人小牧法人会岩倉支部 
　後　援　岩倉市・岩倉市商工会・岩倉市婦人会・岩倉市老人クラ

ブ連合会・中日新聞社 
　問合先　小牧法人会岩倉支部事務局（岩倉市商工会館内☎６６－

３４００） 

講演会 

出逢いふれあい　人間こんさーと 
あま   の　しず  お  
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専門家が自分に合った仕事の探し方、就職意識の
高め方などの相談に応じます。 
（１人約５０分） 
※原則事前申込：住所、氏名、年齢、電話番号、
希望日時を電話で申込 

パソコンによる職業診断システムを利用し、職業
適正診断を行います。 
（事前申込不要） 

就職面接に臨むための心得や就職活動を成功させ
るコツを学びます。 
※原則事前申込：住所、氏名、年齢、電話番号、
希望日を電話で申込 

職業について必要な知識を学ぶためのセミナーを
開催します。 
※原則事前申込：住所、氏名、年齢、電話番号を
電話で申込 

平成２０年３月に大学・短大・高等学校等を卒業
予定の人および一般の求職者（年齢不問）等を対
象とした就職面接会を開催します。 
（事前申込不要） 

２００７ 
合同企業説明会 

専門家による 
個人相談 

イベント名 ところ その他 

就職支援セミナー 

就職ガイダンス 

職業適性診断 

１１：００ 
 

１７：００ 

と　き 
１１／１（木） １１／２（金） 

一宮ファッション 
デザインセンター 
（一宮市大和町馬引 
字南正亀４－１） 

〜 

１３：００ 
 

１３：４０ 
〜 

１０：３０ 
 

１２：００ 
〜 

１３：３０ 
 

１６：００ 
〜 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
１０
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ひ
と
り
ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ

で
１
曲
演
奏
し
て
い
た
だ
く

「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」
を
開

催
し
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
「
ひ
と
り
一
曲
ラ

イ
ブ
」
に
前
も
っ
て
申
し
込
ま

れ
た
人
 

▼
演
奏
曲
　
ピ
ア
ノ
・
ギ
タ
ー

な
ど
の
演
奏
他
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  
●
弘
法
様
青
空
市
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
 

  　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岩
倉

一
期
一
会
荘
で
は
、
弘
法
様
青

空
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
前

１０
時
４５
分
〜
正
午
（
雨
天
決

行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
一
期
一
会
荘

（
北
島
町
二
本
木
７
）
 

▼
募
集
期
限
　
１０
月
１５
日
（月）
 

▼
出
店
費
用
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
申
し
込
み
時
に
内

容
を
確
認
の
う
え
、
出
店
を
ご

遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
一
期

一
会
荘
遠
藤
・
江
口
（
☎
６
６

‐
２
１
１
０
）
 

  ●
岩
倉
市
吟
剣
詩
舞
道
協

議
会
吟
剣
詩
舞
発
表
会
 

  　
８
団
体
の
友
好
会
派
で
構
成

す
る
岩
倉
市
吟
剣
詩
舞
道
協
議

会
の
恒
例
発
表
会
で
す
。
 

　
秋
の
一
日
を
詩
吟
・
剣
舞
・

詩
舞
で
ゆ
っ
く
り
と
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１４
日
（日）
開
演
午

前
９
時
３０
分
（
開
場
午
前
９
時
、

終
演
予
定
午
後
５
時
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
吟
剣
詩
舞
道

協
議
会
 

▼
問
合
先
　
赤
塚
（
☎
３
７
‐

６
０
０
９
）
 

  ●
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
キ
ャ

ラ
バ
ン
ｉｎ
い
ち
の
み
や
 

      　
若
者
（
大
学
生
を
含
む
）
が
、

自
己
の
適
性
、
就
業
経
験
な
ど

に
応
じ
た
職
業
選
択
や
就
職
に

関
す
る
知
識
・
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る

個
人
相
談
や
職
業
適
性
診
断
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
合
同
企
業
説
明
会
は
、

来
春
卒
業
予
定
の
人
（
高
校
生

以
上
）
や
一
般
の
求
職
者
（
年

齢
不
問
）
を
対
象
に
行
う
就
職

フ
ェ
ア
で
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
そ

の
他
　
表
の
と
お
り
 

▼
対
象
　
３５
歳
未
満
の
若
者
ま

た
は
、
そ
の
家
族
（
合
同
企
業

説
明
会
は
一
般
求
職
者
も
対
象

で
年
齢
は
不
問
で
す
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
期
間
　
１０
月
１
日
（月）
〜

２６
日
（金）
 

※
定
員
に
満
た
な
い
イ
ベ
ン
ト

は
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
一
宮
市
経

済
部
経
済
振
興
課
商
工
・
労
政

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
５
８
６
‐
２

８
‐
９
１
３
０
）
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講座  
教室  

      
  

●
子
ど
も
の
救
命
講
習
会
 

            　
子
ど
も
に
、
小
さ
な
事
故
や

け
が
は
つ
き
も
の
で
す
。
 

　
事
故
や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
が
、

も
し
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
 

　
子
ど
も
の
起
こ
し
や
す
い
事

故
や
け
が
と
、
そ
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
 

▼
と
き
　
１０
月
３１
日
（水）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
講
演
「
子
ど
も
を
事

故
か
ら
守
ろ
う
」
・
実
技
「
子

ど
も
の
救
急
救
命
法
」
 

▼
講
師
　岩
倉
市
消
防
職
員（
救

急
救
命
士
）
 

▼
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
親
 

▼
定
員
　
３０
組
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
２
日
（火）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 
 

●
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

  　
幼
児
期
は
生
活
リ
ズ
ム
の
基

礎
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
で
あ

り
、
簡
単
な
食
事
作
り
や
お
手

伝
い
は
、
食
べ
物
へ
の
興
味
を

深
め
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
料

理
を
作
り
、
食
事
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２６
日
（金）
午
前
１０

時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
お
話
「
生
活
リ
ズ
ム

と
食
事
」
調
理
実
習
・
試
食
 

▼
対
象
　
３
歳
児
と
そ
の
保
護

者
 

▼
定
員
　
１６
組
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
手
ふ

き
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
２
日
（火）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 
 

●
膠
原
病
難
病
患
者
家
族

教
室
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
や
強
皮
症

・
皮
膚
筋
炎
な
ど
の
膠
原
病
難

病
の
患
者
と
家
族
の
人
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
く
会
「
ふ
き
の
と

う
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２４
日
（水）
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
布
袋
ふ
れ

あ
い
会
館
 

▼
内
容
　
講
話
「
膠
原
病
に
つ

い
て
〜
病
気
の
基
礎
知
識
か
ら

最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
ま
で
〜
」
 

▼
講
師
　
水
谷
　
昭
衛
さ
ん

（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
師
）
 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
２２
日
（月）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
　
５
４
‐
５
４
２
２
）
 

 
 障

害
者
福
祉
講
座
 

●
子
ど
も
た
ち
の
心
は
？
 

  　
精
神
障
害
や
依
存
症
、
不
登

校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
思
春

期
・
青
年
期
の
「
生
き
づ
ら
さ
」

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
現
代
の

子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
（木）
午
後
２

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
定
員
　
５０
人
 

▼
入
場
料
　
無
料（
申
込
必
要
） 

▼
講
師
　
長
谷
川
俊
夫
さ
ん

（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
社
会

福
祉
学
科
准
教
授
）
 

▼
そ
の
他
　
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
３
７
‐
３

１
３
５
　
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

 
 

●
禁
煙
教
室
・
禁
煙
講
習

会
 

  　
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
は
思

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か

き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
く
て
や

め
ら
れ
な
い
…
。
そ
ん
な
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
の
教
室
で
す
。
 

　
ま
た
、
「
禁
煙
に
関
心
は
あ

る
け
れ
ど
…
」
「
家
族
に
禁
煙

を
す
す
め
た
い
」
と
い
う
人
は

講
演
会
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
 

禁
煙
教
室
（
３
か
月
コ
ー
ス
）
 

　
禁
煙
講
演
会
の
あ
と
、
禁
煙

日
を
設
定
し
、
面
接
・
電
話
等

で
約
３
か
月
間
、
保
健
師
が
個

別
に
禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
禁
煙
講
演
会
、
タ
バ

コ
検
査
（
呼
気
中
一
酸
化
炭
素

濃
度
チ
ェ
ッ
ク
、
尿
中
ニ
コ
チ

ン
濃
度
チ
ェ
ッ
ク
）、個
別
指
導
 

禁
煙
講
演
会
 

▼
と
き
　
１０
月
２８
日
（日）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
テ
ー
マ
　
「
こ
れ
で
あ
な
た

も
禁
煙
で
き
る
！
　
〜
リ
セ
ッ

ト
禁
煙
の
す
す
め
〜
」
 

▼
講
師
　
磯
村
毅
さ
ん
（
リ
セ

ッ
ト
禁
煙
研
究
会
予
防
医
学
研

究
所
医
師
）
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

あ
き
え
い 

い
そ
む
ら
た
け
し 

　たばこの煙には、たくさんの有害な物質が
含まれています。喫煙者が吸い込む煙が一番
体に悪いと思われがちですが、実は、副流煙
のほうが有害物質を多く含んでいます。 
　たばこを吸うときは、喫煙コーナーを利用
するなどマナーを守り、周りの人を気遣うよ
うにしましょう。 

受動喫煙を防ごう 

こ
う 

げ
ん 

は
　  

せ
　
が
わ 

と
し   

お 
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㈱アルピッティあいち 

㈱アルピッティ名古屋 

㈱貸おしぼりの鈴屋 

瑞穂おしぼり 

㈲ユーテック 

㈱アトラスジャパン 

㈱アトラスジャパン 

㈲鶴田商店 

㈱東京おしぼり 

㈲中村商会 

㈱丸宮商会 

㈱浅井商会 

㈲ミキヤ 

㈲山田商会 

実習先 住所 電話番号 休日 

名古屋市北区五反田町１９１ 

名古屋市中川区押元町２－７６ 

名古屋市西区歌里町７ 

名古屋市中川区乗越町２－８ 

名古屋市天白区平針１－１００９ 

名古屋市港区川間町１－２９－１ 

名古屋市中川区押元町１－２８ 

岡崎市中田町２－９ 

豊川市千両町日焼９３－１ 

豊橋市吉川町１８ 

名古屋市名東区平和が丘４－６３－２ 

一宮市浅井町大野杁先３２－３ 

知多郡東浦町大字緒川字雁狭間山１－８２ 

北名古屋市高田寺上外浦９ 

０５２－９０２－２００１ 

０５２－３５１－０８１９ 

０５２－５０１－９６８６ 

０５２－３６３－３１７１ 

０５２－８０４－２６１１ 

０５２－６６１－０７２６ 

０５２－３５３－７３５６ 

０５６４－５１－１４５９ 

０５３３－８６－４３３９ 

０５３２－３２－１８６７ 

０５２－７７５－１２８８ 

０５８６－７８－４３４３ 

０５６２－３４－４６６６ 

０５６８－２１－３０４５ 

土・日曜日 

水・日曜日 

木・日曜日 

募集  
        　

金
勝
ア
ル
プ
ス
、
竜
王
山
 

●
第
１７
回
市
民
登
山
教
室

参
加
者
 

            　
金
勝
ア
ル
プ
ス
は
、
滋
賀

県
の
大
津
市
と
栗
東
町
に
ま

た
が
る
、
標
高
６
０
０
㍍
足

ら
ず
の
山
並
み
で
、
標
高
６

０
４
㍍
の
竜
王
山
は
金
勝
ア

ル
プ
ス
の
最
高
峰
で
す
。
 

　
縦
走
コ
ー
ス
か
ら
は
湖
南
平

野
が
一
望
で
き
、
巨
石
・
奇
岩

の
中
を
行
く
素
晴
ら
し
い
景
観

の
コ
ー
ス
で
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
一
帯
は
山
岳
仏

教
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

山
中
に
は
磨
崖
仏
や
寺
院
跡
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
 

　
歩
行
時
間
４
時
間
ほ
ど
の
コ

ー
ス
で
す
が
、
見
所
が
点
在
し
、

景
観
が
素
晴
ら
し
く
、
秋
山
の

魅
力
を
十
二
分
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
４
日
（日）
（
予
備

日
１１
月
１１
日
（日）
）
午
前
６
時
４５

分
集
合
、
午
後
６
時
３０
分
解
散

予
定
 

▼
と
こ
ろ
　
滋
賀
県
・
湖
南
、

金
勝
ア
ル
プ
ス
『
竜
王
山
』
６

０
４
㍍
 

▼
集
合
場
所
　
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

▼
募
集
人
数
　
４０
人
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住

ま
い
か
お
勤
め
の
１６
歳
以
上
の

健
康
な
人
で
、
往
復
５
時
間
程

度
の
登
山
に
耐
え
う
る
人
（
６５

歳
以
上
は
登
山
経
験
者
に
限

る
）
 

▼
説
明
会
　
申
し
込
み
手
続
き

後
、
３０
分
程
度
の
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
 

▼
参
加
費
用
　
４
千
円
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
２４
日
（水）
午

後
７
時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
会
議
室
・
研
修
室
で
受

け
付
け
ま
す
。
 

※
市
民
登
山
教
室
参
加
回
数
２

回
ま
で
の
初
心
者
を
優
先
し
ま

す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

午
後
７
時
の
時
点
で
抽
選
し
ま

す
。
 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
付
け

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

※
欠
員
が
あ
り
、
１０
月
２５
日
（木）

以
降
に
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、

事
前
説
明
会
が
な
い
た
め
、
市

民
登
山
参
加
経
験
者
に
限
り
ま

す
。
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教

育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６

６
‐
２
２
２
２
）
 

  
●
愛
知
県
障
害
者
委
託
訓

練
生
 

  ▼
開
催
コ
ー
ス
　
お
し
ぼ
り
‐

生
産
実
務
習
得
コ
ー
ス
 

▼
と
き
　
１１
月
２０
日
（火）
〜
平
成

２０
年
１
月
１８
日
（金）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
週
５
日
間
（
休
日

は
表
の
と
お
り
）
 

▼
訓
練
場
所
　
表
の
と
お
り
 

▼
面
接
場
所
　
愛
知
県
リ
ー
ス

お
し
ぼ
り
協
同
組
合
（
名
古
屋

市
西
区
那
古
野
１
‐
９
）
 

▼
定
員
　
１０
人
（
面
接
に
て
選

考
）
 

▼
対
象
者
　
知
的
障
害
者
の
人

で
訓
練
場
所
ま
で
通
え
る
人
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
６
日
（火）
ま

で
に
犬
山
公
共
職
業
安
定
所
に

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
☎
０
５
３
３
‐

９
３
‐
２
１
０
２
）
 

こ
ん  

ぜ 
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　工事区間　高速３号大高線（南行）鶴舞
南ＪＣＴ～呼続入口約５．３ｋｍ 
　通行止区間および閉鎖する出入口 
★通行止区間：３号大高線（南行）鶴舞南
ＪＣＴ→呼続入口 
★閉鎖する入口：高辻入口 
★閉鎖する出口：堀田出口 
　工事実施期間　１１月１日（木）０時～
６日（火）２４時まで 
　工事期間中は、交通渋滞が予想されます
ので、お車のご利用を控え公共交通機関を
ご利用頂きますよう、ご協力をお願いしま
す。 
　問合先　名古屋高速道路公社保全施設部
（☎０５２‐９１９‐３２０２） 

リフレッシュ工事のお知らせ 
相 談 
その他 

        　
１０
月
１５
日
（月）
〜
２１
日
（日）
 

●
秋
の
行
政
相
談
週
間
 

  　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法

人
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行
政

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
１０
月
１５
日
（月）
か
ら
２１

日
（日）
ま
で
「
行
政
相
談
週
間
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

岩
倉
市
の
行
政
相
談
 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金

曜
日
に
行
政
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
１０
月
の
行
政
相
談
は
、

秋
の
行
政
相
談
週
間
に
ち
な
ん

で
、
次
の
と
お
り
日
に
ち
を
変

更
し
、
時
間
を
延
長
し
て
行
い

ま
す
。
 

　
年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、

環
境
衛
生
、
消
費
者
保
護
、
交

通
安
全
、
道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意

見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２６
日
（金）
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談

室
 

▼
問
合
先
　行
政
課
行
政
係（
☎

３
８
‐
５
８
０
４
）
 

行
政
相
談
委
員
 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
 

★
丹
羽
喜
代
之
さ
ん
（
☎
６
６

‐
１
７
８
０
）
 

★
塩
谷
光
代
さ
ん
（
☎
６
６
‐

０
７
９
３
）
 

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設
 

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価

局
は
、
「
一
日
合
同
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
、
年
金
、
税
金
、

登
記
等
の
行
政
相
談
を
は
じ
め
、

相
続
・
離
婚
な
ど
の
法
律
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
（水）
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
２１
「
銀

河
の
広
場
」
（
名
古
屋
市
中
区

栄
）
 

▼
一
日
相
談
所
長
　
森
山
春
香

さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
 

▼
問
合
先
　
中
部
管
区
行
政
評

価
局
（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸

２
‐
５
‐
１
名
古
屋
合
同
庁
舎

第
２
号
館
☎
０
５
２
‐
９
７
２

‐
７
４
１
５
）
 

　
な
お
、
次
の
と
こ
ろ
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

★
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所

（
名
古
屋
市
中
区
錦
３
‐
２３
‐

３１
栄
町
ビ
ル
９
階
☎
０
５
２
‐

９
６
１
‐
４
５
２
２
）
 

※
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、
祝

日
・
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。
 

★
行
政
苦
情
１
１
０
番
 

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

首
席
行
政
相
談
官
室
（
名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
２
‐
５
‐
１
名

古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
☎
０

５
２
‐
９
６
２
‐
１
１
０
０
）
 

  ●
「
法
の
日
」
無
料
登
記

相
談
会
 

  　
１０
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。
 

　
こ
の
日
に
ち
な
み
、
不
動
産

や
会
社
の
登
記
な
ど
に
つ
い
て
、

市
内
の
司
法
書
士
お
よ
び
土
地

家
屋
調
査
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
 

　
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１０
日
（水）
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談

室
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
 

★
不
動
産
の
登
記
…
土
地
や
建

物
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
・
遺

産
分
割
・
遺
言
、
土
地
の
境
界

の
確
定
・
分
筆
、
建
物
の
新
築
・

増
築
な
ど
 

★
会
社
の
登
記
…
株
式
会
社
の

設
立
・
役
員
変
更
・
増
資
・
本

店
の
変
更
な
ど
 

★
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
青
年

後
見
人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
 

★
破
産
、
個
人
民
事
再
生
申
立

手
続
き
な
ど
 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎

３
８
‐
５
８
２
２
）
 

 
 

●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
火
曜
日
…
山
田
和

行
さ
ん（
元
適
応
指
導
教
室
長
） 

木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会
相
談
員

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　適
応
指
導
教
室（
☎

３
８
‐
０
３
０
０
）
 

名古屋高速道路 

も
り
や
ま
は
る 

か 

ゆ
き 

や
ま 

だ 

か
ず 
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１０
月
１１
日
（木）
は
「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
の
日
 

●
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
 

  　
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
暗
く

な
り
始
め
た
下
校
時
間
帯
は
、

犯
罪
が
起
き
や
す
い
と
き
で
す
。

地
域
で
目
を
光
ら
せ
、
子
ど
も

た
ち
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
 

　
愛
知
県
の
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
地
域
の
犯
罪

抑
止
力
が
高
ま
っ
て
い
る
現
れ

と
し
て
大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
住
宅
対
象
侵
入
盗
被

害
件
数
は
、
愛
知
県
が
全
国
で

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。
自
分
の

家
は
大
丈
夫
と
い
う
意
識
で
防

犯
対
策
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
で
の
防
犯
活
動
と
と
も
に
、

必
ず
我
が
家
の
防
犯
対
策
に
つ

い
て
も
確
認
し
た
い
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
最
も
発
生
件
数
の
多

い
自
転
車
の
盗
難
に
つ
い
て
も
、

７
割
近
い
ド
ロ
ボ
ウ
が
、
ツ
ー

ロ
ッ
ク
を
し
て
あ
る
自
転
車
は

盗
ま
な
い
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
て
も
一
人
ひ

と
り
の
防
犯
意
識
が
高
ま
れ
ば
、

も
っ
と
被
害
は
減
ら
せ
る
は
ず

で
す
。
 

　
関
係
各
機
関
、
団
体
の
皆
さ

ん
は
、
防
犯
教
室
等
の
開
催
や

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど

多
彩
な
地
域
安
全
活
動
を
展
開

し
、
連
帯
意
識
を
醸
成
し
な
が

ら
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
に
力
を
結
集
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
期
間
　
１０
月
１１
日
（木）
〜
２０
日

（土）
 

▼
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃

さ
な
い
」
 

▼
運
動
の
重
点
 

★
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止
 

★
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯

罪
の
防
止
 

★
自
転
車
の
盗
難
防
止
 

★
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
） 

  ●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

管
理
し
ま
し
ょ
う
 

  　
家
庭
の
浄
化
槽
は
、
適
切
に

維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
水

質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、

隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
（
点
検
・
修
理
な
ど
）
、

清
掃
、
法
定
検
査
（
水
質
検
査

な
ど
）
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
登
録
の
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
依
頼
で
き
ま

す
。
登
録
業
者
は
、
愛
知
県
環

境
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.

jp
/ka
n
kyo
/m
izu
/s
e
ih
a
i/

in
d
e
x.h
tm
l

）
で
検
索
す
る
か
、

愛
知
県
尾
張
事
務
所
環
境
保
全

課
（
☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
７

２
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
で
は
、
し
尿
等
を
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
浄
化
し

ま
す
が
、
そ
の
際
発
生
す
る
汚

泥
の
清
掃
を
年
１
回
以
上
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩

倉
市
の
許
可
業
者
㈱
ア
イ
ホ
ク

（
☎
６
６
‐
２
１
１
２
）
が
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
総
合
的

に
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

こ
の
法
定
検
査
に
は
、
新
設
し

た
浄
化
槽
の
検
査（
７
条
検
査
）

と
年
１
回
の
定
期
検
査
（
１１
条

検
査
）
が
あ
り
ま
す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
昨
年
１０
月
か

ら
建
築
確
認
の
完
了
検
査
ま
た

は
、
浄
化
槽
設
置
届
出
の
と
き

に
併
せ
て
、
７
条
検
査
の
手
数

料
振
込
証
明
書
の
コ
ピ
ー
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
法
定
検
査
に
つ
い
て

は
、
愛
知
県
の
指
定
検
査
機
関

で
あ
る
（社）
愛
知
県
浄
化
槽
協
会

（
☎
０
５
２
‐
４
８
１
‐
７

１
６
０
）
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
 

　
ま
た
、
異
物
な
ど
が
浄
化
槽

に
混
入
し
て
い
ま
す
と
、
浄
化

槽
の
処
理
能
力
が
十
分
発
揮
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
や
台

所
か
ら
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
 

▼
補
助
対
象
と
な
る
地
域
 

　
尾
張
北
部
都
市
計
画
下
水
道

岩
倉
公
共
下
水
道
に
係
る
都
市

計
画
決
定
区
域
を
除
く
市
内
全
 

子どもに対する「不審者情報」を配信中 

　愛知県では、インターネットコンテンツを使
った地域安全への取り組みの一つとして、事件
等に関する情報と皆さんの安全に役立つ情報を
携帯電話向けメールマガジン「パトネットあい
ち」としてお届けしています。 
★事件等情報 
あなたの身近な地域で発生した事件等に関する情報を配信 
★不審者情報 
あなたの身近な地域で発生した不審者等に関する情報を配信 
★一斉情報 
皆さんの安全に役立つ情報や県警からのお知らせを月２回程度配信 
　登録方法　登録したい携帯電話・パソコンから、m.patnet@cep.jp
に送信してください。 
　問 合 先　江南警察署生活安全課（☎５６‐０１１０） 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

①夜明けの街で 
　　　　　　東野圭吾 
②楽園　上・下 
　　　　　宮部みゆき 
③女性の品格 
　　　　　坂東真理子 

ベストリクエスト 
（７～８月） 

域
 

▼
補
助
対
象
条
件
 

★
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
構
造
基

準
に
適
合
す
る
も
の
 

★
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
除
去
率
９０
㌫
以
上
、

放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２０
㎎
／
ℓ

（
日
間
平
均
値
）
以
下
の
機
能

を
有
す
る
２０
人
槽
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽
 

▼
対
象
と
な
ら
な
い
人
 

★
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
の

審
査
を
受
け
ず
に
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
 

★
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
で
、

賃
貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
て
い

な
い
人
 

★
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
人
 

★
自
ら
の
住
居
を
目
的
と
す
る

住
宅
以
外
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
 

★
住
宅
を
新
築
ま
た
は
、
増
改

築
を
す
る
こ
と
に
伴
い
、
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
 

▼
補
助
限
度
額
 

５
人
槽
…
３３
万
２
千
円
 

６
・
７
人
槽
…
４１
万
４
千
円
 

８
〜
１０
人
槽
…
５４
万
８
千
円
 

１１
〜
２０
人
槽
…
９３
万
９
千
円
 

▼
申
請
・
問
合
先
　
環
境
保
全

課
環
境
啓
発
係
（
☎
３
８
‐
５

８
０
８
）
 

  ●
地
球
と
家
計
に
や
さ
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
は

じ
め
ま
し
ょ
う
！
 

  　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
こ
と

で
、
燃
費
が
良
く
な
り
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
を
削
減
す
る
ほ
か
、
大
気
汚

染
の
改
善
や
騒
音
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
ま

し
ょ
う
！
 

①
や
さ
し
い
発
進
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
 

②
車
間
距
離
は
余
裕
を
も
っ
て
、

交
通
状
況
に
応
じ
た
定
速
走
行

に
努
め
ま
し
ょ
う
 

③
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
積
極

的
に
使
い
ま
し
ょ
う
 

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
 

⑤
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や

め
ま
し
ょ
う
 

⑥
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ら
す
ぐ

出
発
し
ま
し
ょ
う
 

⑦
道
路
交
通
情
報
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
 

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め

に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
 

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
 

⑩
渋
滞
を
ま
ね
く
違
法
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
） 

  ●
交
通
災
害
共
済
に
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
を
 

  　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、
事
故
の
程
度
に
応

じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る

制
度
で
す
。
 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
 

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円
（
毎

年
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日

の
１
年
間
有
効
）
 

※
９
月
３０
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
一

人
３
０
０
円
で
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故
 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
１９

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
か
外
国
人
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
で
、
７２
歳
以
上
、
ま

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
岩
倉
市
が
会
費
を
全
額
負

担
し
、
交
通
災
害
共
済
会
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ

れ
た
場
合
は
、
見
舞
金
請
求
書

な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
見
舞

金
請
求
書
（
組
合
指
定
用
紙
）

に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）
 

★
診
断
書
（
組
合
指
定
用
紙
）
、

ま
た
は
、
保
険
会
社
が
医
療
機

関
か
ら
取
り
寄
せ
た
診
断
書

（
コ
ピ
ー
可
、
入
院
期
間
、
通

院
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
 

★
死
亡
診
断
書
ま
た
は
、
死
体

検
案
書
 

★
口
座
振
替
申
請
書
（
市
指
定

用
紙
）
 

★
会
員
証
兼
領
収
書
 

　
な
お
、
請
求
す
る
と
き
に
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
請
求
期
間
　
交
通
事
故
に
あ

っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ

て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
） 

　食品表示に対する消費者の関心が高まっ
ていることと食品の品質表示の一層の適正
化を図る観点から、広く国民の皆さんから
食品の表示について情報提供や問い合わせ
を受けるためのホットラインを設置してい
ます。 

食品表示110番 
東海農政局表示・規格課 

☎０５２‐２２３‐４６１８ 

一
般
新
着
図
書
 

★
孫
に
う
け
る
あ
そ
び
と
お
も

ち
ゃ
 

　
　
　
　
　
　
菅
原
道
彦
　
著
 

★
安
全
な
食
品
の
選
び
方
が
わ

か
る
本
 

　
　
　
　
　
阿
部
絢
子
　
監
修
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
い
い
た
び
ボ
ン
ボ
ン
 

　
　
や
ま
し
た
・
は
る
お
　
作
 

　
わ
た
な
べ
・
さ
ぶ
ろ
う
　
絵
 

★
し
ど
う
ほ
う
が
く
 

　
　
も
と
し
た
・
い
づ
み
　
文
 

　
　
あ
お
や
ま
・
と
も
み
　
絵
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図

書
の
予
約
が
で
き
ま
す
）
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

す
が
わ
ら
み
ち
ひ
こ 

 

あ
　
べ  

あ
や 

こ 

みや　べ 

ひがし の　けい　ご 

ばんどう　ま　 り　こ 
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室と
なっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休
憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき　　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■税務相談 
１０月４日（木）午後１時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
１０月５日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１０月９日（火）・２４日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付
けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
１０月１０日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１０月１１日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１０月１２日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談 
１０月１２日（金）・２６日（金）午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談を
お受けします。 
■女性相談 
１０月１５日（月）、１１月５日（月） 
午後１時～３時３０分 
■行政相談 
１０月２６日（金）午前１０時～午後３時 
■総合福祉相談 
１０月１９日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
１０月２２日（月）午前１０時～午後３時 
■知的障害者相談 
１１月６日（火）午後１時～４時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりませ
ん。経験豊かなボランティアが電話で相談をお受け
します。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

  ●
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
国

民
生
活
金
融
公
庫
） 

  　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
（
国

民
生
活
金
融
公
庫
）
は
、
高
等

学
校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
・

各
種
学
校
や
、
外
国
の
学
校
等

に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
、
こ

れ
ま
で
４
１
０
万
人
を
超
え
る

方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
１
人

あ
た
り
２
０
０
万
円
以
内
 

▼
利
率
　
年
２
・
５
㌫
（
平
成

１９
年
８
月
１
日
現
在
）
 

▼
返
済
期
間
　
１０
年
以
内
 

※
在
学
期
間
内
で
元
金
の
ご
返

済
を
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

▼
使
い
道
　
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷

金
・
家
賃
な
ど
 

▼
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等

払
 

※
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可

能
で
す
。
 

▼
保
証
　
（財）
教
育
資
金
融
資
保

証
基
金
ま
た
は
、
連
帯
保
証
人

１
人
以
上
 

▼
問
合
先
　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
‐

０
０
８
６
５
６
）
 

　気軽にお金を借りられることから、サラリーマ
ン金融（サラ金）の利用に関するトラブルが起き
ています。また、これが原因で、家庭の崩壊や犯
罪に至ってしまうような悲しいケースが目立ち、
社会問題になっています。 
　こうした悲劇を未然に防ぐためには、トラブル
が起こる前に、できる限り早く法律の専門家に相
談することが大切です。 
　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設している「サ
ラ金・クレジット被害相談」と「消費者被害相談」
に相談された場合に、その相談料の５，２５０円
を補助しています。補助を受けるには、事前に市
民相談室で相談を受けることが必要です。 
　詳しくはお問い合わせください。 
　問合先　市民相談室（☎３８‐５８２２） ▼

 

サラリーマン金融の相談料を補助 
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しょうがっ  こう しんにゅうがく　 じ　どう  けん  こう しん  だん　　　おこな 

ご　じょうほう 

に ほん　ご き　 じ 
　　　　　　　　　　　 し　みん　　　　　　あい　　　　　　　　　　 かんきょう 

 

 

　ふ　よう ひん　　　　　　ていきょう 

に ほん　ご き　 じ 

ほ　いくりょう　　　げん　めん　せい　ど　　　　かく だい 

に ほん　ご き　 じ 

REALIZAÇÃO DE EXAME 
MÉDICO AOS ALUNOS QUE VÃO 
INGRESSAR NA ESCOLA 
PRIMÁRIA

小学校新入学児童健康診断を行います 
※日本語の記事は６㌻にあります
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ESTAMOS AMPLIANDO O 
SISTEMA DE REDUÇÃO DA TAXA 
NAS CRECHES 

保育料の減免制度を拡大します 
※日本語の記事は３㌻にあります
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FESTIVAL DE INTERCÂMBIO DOS 
CIDADÃOS DE IWAKURA
FEIRA DO MEIO AMBIENTE 2007
OFEREÇA SEUS OBJETOS EM 
DESUSO 

いわくら市民ふれ愛まつり 環境フェ
ア２００７ 
不用品をご提供ください 
※日本語の記事は６㌻にあります 
dentre seus lixos de grande porte, porém, 
possíveis de serem utilizados
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Recebemos também objetos utilizáveis de 
pequeno porte
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（名古屋市博物館蔵） 

　大地遺跡の竪穴住居跡は、地表より約１㍍下の砂層をさらに２０～３０㌢掘り下げ、東西約７㍍、
南北約４㍍の四隅が、やや丸くなった短形の跡が見つかった。 
　主柱は３本ずつ東西に２列に並び計６本。それに、本柱を支えたらしい支柱の形跡も検出された。
住居跡の床面は平たんに踏み固められ、東側の１辺中央よりは、特に硬さがあって入口と考えられる。 
　西側半分には、木炭片や土器の大型破片が散乱、炉跡と推測されている。 
　平成８年４月、市民の歴史学習の場として整備された史跡公園は、大地遺跡とその周辺４，１０６
平方㍍を取得して開園され、竪穴住居も想像復元、市民憩いの場として活用されている。 
　大地式土器（弥生式壺形土器・広口壺） 

　昭和２２年（１９４７）に発見された波状口縁の壺式土器は、東日本
の縄文式土器の文様をとりながら、弥生時代の形をもち、東西の文化が
解け合っていることを示すものである。また、この土器は形式的には、
朝日式土器といわれるものであるが、大地遺跡から出土したことから
「大地土器」と新しく形式が設定された。時代的には、弥生前期の土器
とされている。 
　標高７．５㍍付近の五条川自然堤防地帯には、大地遺跡のほか、町畑
遺跡、川井ノンベ遺跡、曽野遺跡があり、各期の土器を出土しており、
尾張平野部では代表的な遺跡である。 
　弥生人たちが残してくれた貴重な文化遺産に感謝し、理解されること
を願いたい。 

災害時には、地域のみんなで力を合わせて！

岩倉の文化財岩倉の文化財岩倉の文化財岩倉の文化財

　想定される東海地震や東南海地震のように、災害が激甚で広域になる場合、行政や他の人に頼ることは難
しくなります。大地震による災害から身を守り財産を守るためには、私たち一人ひとりが災害に備えて、日
ごろから十分な準備をしておくことが何よりも大切です。 

被災者の救出活動 
　大地震発生時には、家屋や家具の下敷きになるな
ど、けが人が多数でることが予想されます。しかし、
消防などの防災機関だけでは十分に対応できない可
能性がります。 
　地域の自主防災組織が協力して、救出・救助する
ことが求められます。 
 
避難所生活 
　市の担当職員の指示により、避難住民がお互いに
助け合い協力して、秩序ある避難所生活を営むよう
に務めます。原則として食事はそれぞれの非常持ち
出しの食料でまかなうようにします。 

　避難所では生活区域やルールを決め、むやみに他
人の場所に立ち入らないようにします。家族単位で
区分して、お互いのプライバシーを保護するととも
に、高齢者や障害者など災害時要援護者へのあたた
かい配慮も必要です。 

●あいち防災リーダーの会　　森　千代子 
も り 　 　  ち 　 よ 　 こ  



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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小 さな消防士 
消防庁舎市民開放 

人 形劇って楽しいな 
人形劇フェスティバル 

生 演奏で歌ったよ 
岩倉市ジュニアオーケストラ幼稚園演奏会 

　９月９日、救急医療週間に伴い、
救急および消防業務等に対する理解
と認識を深めていただくために、市
民の皆さんに消防庁舎を開放しまし
た。 
　この日は、親子連れなど６８５人
が訪れ、はしご車の試乗（写②）や
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使
い方（写③）の指導を受けたほか、
地震体験コーナーでは、大きなゆれ
を体験（写④）。また、放水体験コ
ーナーでは、消防服に身を包み、大
きな消防ホースを力強く握り締め、
真剣な表情で的に向けて放水してい
ました（写①）。 

　８月２７日、遊花北幼稚園で、岩倉市ジュニアオーケス
トラアンサンブルが、子どもたちに音楽の楽しさや素晴ら
しさを実感してもらおうと、生演奏を披露しました。 
　ディズニーの「星に願いを」や天空の城ラピュタの「君
をのせて」が演奏されたほか、園児たちが生演奏をバック
に、となりのトトロの「散歩」を元気な声で歌いました。 
　また、楽器の紹介では、指揮者の山本雅志さんが、ホー
スとじょうごをつなげて手作り楽器の演奏を披露。園児た
ちから「スゴーイ！！」という感嘆の声があがっていました。 

　９月８日、図書館と公民館で人形劇フェスティバルが開催
され、親子連れなど約８３０人が訪れました。 
　この日はプロの劇団による人形劇や手作りおもちゃコーナ
ーなどの催しが用意され、どの会場も子どもたちの笑顔があ
ふれていました。 
　メーンの人形劇は会場に入りきれないほどの人気で、子ど
もたちは、劇団員の操る人形に目がくぎづけとなり、人形の
動きに一喜一憂していました。 

① 

④ ② ③ 
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「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集/総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,723人（＋92人） 

            男性／24,311人（＋45人） 

            女性／24,412人（＋47人） 

         世帯数／20,209世帯（＋36世帯） 

        （９月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

★印は、保健センターで行います。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

　お兄ちゃんが幼稚園に行っ
てしまうと、少しさびしそう
な瑠莉。時にはけんかもする
けれど、２人はとても仲がい
いね。いつまでも兄と妹仲良
しでいてね。それが、お父さ
んとお母さんの願いです。こ
れからも家族４人で楽しく過
ごそうね。 

10月のカレンダー

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

心の相談電話（10：00～16：00） 
女性相談（13：00～15：30） 
健康相談（ふれあいセンター） 
★基本健康診査　★住民検診 

　休日急病診療(寺澤正恭　寺澤内科小児科) 
市役所市民スペースはお休みします 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

母子・寡婦就業相談（10：00～15：30） 
★基本健康診査　★住民検診 
はつらつ元気くらぶ(南部老人憩の家) 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

不動産相談（13：00～16：00） 
★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

知的障害者相談（13：00～16：00） 
★基本健康診査　★住民検診 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

法律相談（予約制13：00～16：00） 
★基本健康診査　★住民検診 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

人権相談（13：00～16：00） 
消費生活相談(9：00～12：00)　 
★基本健康診査　★住民検診 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

体育の日 
　休日急病診療(長谷川義夫　長谷川外科) 
市役所市民スペースはお休みします 

税務相談(13:00～16:00) 
★基本健康診査　★住民検診 

　休日急病診療(高田幹彦　岩倉病院)

登記相談（13：00～16：00） 
★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

心の相談電話（10：00～16：00） 
女性相談（13：00～15：30） 
★基本健康診査　★住民検診 

●お父さん・お母さんの一言 
　愛嬌があり、笑顔をふりまい
てくれる彩花ちゃん。いつも
周りにあるものを指さして、気
にしているね。好奇心旺盛で
かくれんぼが大好きだね。今
はお気に入りの手押し車で上
手に歩くようになって成長に
驚かされる毎日だよ。３人で歩
ける日を楽しみにしているよ。
パパとママの子どもに生まれ
てきてくれてありがとうね。 

●お父さん・お母さんの一言 

さえ　き る　 り あや　か 


